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1.  平成22年8月期第3四半期の業績（平成21年9月1日～平成22年5月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年8月期第3四半期 1,042 △38.3 △29 ― △15 ― △4 ―
21年8月期第3四半期 1,689 ― 15 ― 6 ― 3 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年8月期第3四半期 △549.94 ―
21年8月期第3四半期 430.81 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年8月期第3四半期 2,611 816 31.3 97,857.89
21年8月期 2,847 827 29.1 99,157.83

（参考） 自己資本   22年8月期第3四半期  816百万円 21年8月期  827百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年8月期 ― 0.00 ― 750.00 750.00
22年8月期 ― 0.00 ―
22年8月期 

（予想）
1,500.00 1,500.00

3.  平成22年8月期の業績予想（平成21年9月1日～平成22年8月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,800 △11.9 66 ― 50 ― 18 ― 2,156.21
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4.  その他 
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

(注)詳細は、４ページ 定性的情報・財務諸表等 ４. その他をご覧下さい。 

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項
等の変更に記載されるもの） 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年8月期第3四半期 8,400株 21年8月期  8,400株
② 期末自己株式数 22年8月期第3四半期  52株 21年8月期  52株
③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 22年8月期第3四半期 8,348株 21年8月期第3四半期 8,366株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 上記の業績予想数値は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成されたものであり、多分に不確定の要素を含んでおります。実際の
業績等は業況の変化等今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
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 当第３四半期累計期間における我が国経済は、リーマンショック後から続く景気低迷から回復基調にあるもの

の、依然として全ての産業における設備投資の抑制、建設業界の着工件数減及び雇用情勢の悪化など総じて厳しい

状況で推移いたしました。当社の属する金属加工業界におきましては、原材料価格の上昇及び需要回復の遅れなど

受注環境の先行きに不透明感を残す状況でありました。  

 このような状況の中、当社は「加工のデパートを目指し、加工アイテムの増加に経営資源を集中する」、「加工

ベンチャーの精神で、加工の二文字が持つ無限大の可能性を追求し続ける」という理念のもと事業領域の拡大を図

り、また、当社独自の「オールインワン加工システム」による高品質・低コスト・短納期の加工をユーザーへ提供

してまいりました。 

 オーダー加工品におきましては、設備投資の抑制による大型案件の少ない中、駐車場向け外装パネル、リチウム

イオン電池工場向けクリーンルーム用パネル及び首都圏私鉄駅舎用外装板パネル、平成23年春に全線開業される九

州新幹線「博多駅ビル」外装パネル等の様々な業界に向けて受注に努めてまいりました。  

 また、環境関連領域として更なる市場拡大が期待される太陽光発電の領域において、太陽光パネル用架台が太陽

光発電の導入を促進する制度が施行されたことにより、一般住宅向け、産業向けに前年通期実績を凌ぐ状況であり

ました。このような状況を踏まえて、建築基準法に基づいた架台の構造計算及び応力度計算を可能とした社内体制

を整備し、電気工事業界、重電業界及び電力会社など関連業界への積極的な受注活動を行ってまいりました。しか

しながら、前年同期に大型受注案件があったこともあり、オーダー加工品の売上高は、 千円(前年同期比

％減）となりました。 

 企画品におきましては、既存顧客の掘り起こし及び新規顧客の増加を図るための施策を積極的に実施して、営業

強化を図ってまいりました。しかしながら、建設業界の着工件数の低迷、農業、畜産におけるハウス及び畜舎等の

設備投資の減少などの要因により、主力製品である波板・折板をはじめ全般的に厳しい状況でありました。以上の

結果、企画品の売上高は、 千円(前年同期比 ％減）、その他の売上高は 千円(前年同期比 ％

減）となりました。 

 管理面におきましては、平成21年11月に実施いたしました希望退職による人件費の削減及び加工工程の更なる合

理化を図り、低迷する需要環境の中で利益体質の強化に向けて、強固な管理体制の構築を図ってまいりました。  

 さらに、当社は、品質向上をメーカーとして重要な責務として捉えております。今後の販売領域の多様化に備え

て、品質の改善・安定・向上に対する取り組みを強化していくため、既存の「ＩＳＯ事務局」を改組し「品質管理

部」を設置いたしました。このことにより、顧客ニーズに対して、これまで以上の高品質な加工製品を提供するよ

う努力してまいりました。  

 結果といたしまして、当第３四半期累計期間における売上高は 千円（前年同期比 %減）、営業損失

千円(前年同期は 千円の営業利益)、経常損失 千円(前年同期は 千円の経常利益)、四半期

純損失 千円（前年同期は 千円の四半期純利益）となりました。 

（資産) 

 当第３四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末と比較して 千円（8.3％）減少して 千

円となりました。 

 前事業年度末と比較し、流動資産は 千円（6.4％）減少し 千円、固定資産は 千円

（10.2％）減少し 千円となりました。 

 流動資産の減少の主な要因は、現金及び預金が 千円増加したことに対して、受取手形及び売掛金が 千

円、商品及び製品が 千円、仕掛品が 千円、原材料及び貯蔵品が 千円減少したこと等によるもので

あります。 

 固定資産の減少の主な要因は、減価償却により 千円減少したこと等によるものであります。 

（負債） 

 当第３四半期会計期間末における負債合計は、前事業年度末と比較して 千円（11.2％）減少し 千

円となりました。 

 前事業年度末と比較し、流動負債は 千円（7.2％）減少し 千円、固定負債は 千円

（17.3％）減少し 千円となりました。 

 流動負債の減少の主な要因は、買掛金が 千円、短期借入金が 千円、1年内返済予定の長期借入金が

千円、未払法人税等が 千円減少したこと等によるものであります。 

 固定負債の減少の主な要因は、長期借入金が 千円減少したこと等によるものであります。 

定性的情報・財務諸表等

１．経営成績に関する定性的情報

624,421

45.2

342,006 20.5 75,931 36.3

1,042,359 38.3

29,376 15,529 15,978 6,936

4,590 3,604

２．財政状態に関する定性的情報

（１）資産、負債及び純資産の状況

236,479 2,611,072

92,269 1,342,803 144,209

1,268,268

19,992 78,703

21,334 21,518 38,414

146,684

225,627 1,794,154

87,732 1,137,177 137,894

656,976

25,359 20,000

14,400 10,976

135,834
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（純資産） 

 当第３四半期会計期間末における純資産合計は、前事業年度末と比較して 千円（1.3％）減少し 千円

となりました。 

 純資産の減少の主な要因は、利益剰余金が 千円減少したことによるものであります。 

 当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、前事業年度末に比べ 千円

増加し、 千円となりました。 

 また、当第３四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期累計期間において営業活動の結果得られた資金は 千円（前年同四半期は 千円の獲

得）となりました。  

 これは主に、仕入債務の減少 千円がありましたが、売上債権の減少 千円、たな卸資産の減少

千円、減価償却費 千円により資金が増加したことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期累計期間において投資活動の結果使用した資金は 千円（前年同四半期は 千円の使用）

となりました。 

 これは主に、定期預金の預入 千円により資金が減少したことによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期累計期間において財務活動の結果使用した資金は 千円（前年同四半期は 千円の獲得）

となりました。  

 これは主に、短期借入金の純減額 千円、長期借入金の返済 千円により資金が減少したことによる

ものであります。 

 現時点で平成21年10月14日公表の通期業績予想に変更はございません。 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第３四半期会計期間末の貸倒実績率等が、前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるた

め、前事業年度決算において算定した貸倒実績率等の合理的な基準を使用して一般債権の貸倒見積高を算定して

おります。 

②たな卸資産の評価方法 

 たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価

切下げを行う方法によっております。 

③繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等に著しい変化が生じておらず、

かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前事業年度において使用した将来の業績予

測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

④固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している固定資産については、当事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。 

⑤税金費用の計算 

 税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。  

 なお、法人税等調整額は「法人税等」に含めて表示しております。 

10,851 816,917

10,851

（２）キャッシュ･フローの状況

8,939

607,995

198,774 249,761

25,359 77,625 81,267

146,684

13,380 86,080

38,828

176,453 4,907

20,000 150,234

３．業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用
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該当事項はありません。  

 当社は前事業年度末に営業損失11,167千円を計上しており、当第３四半期累計期間は、製造経費、販売管理費の

削減に努めてまいりましたが、未だ営業損失 千円を計上しております。当該状況により継続企業の前提に重

要な疑義を生じさせるような事象が存在しております。  

 当社は、継続的な営業損失の状況からの早期脱却を最大の課題として、以下に示す具体的な施策を積極的に推進

しております。 

①経費削減 

 当社が属する金属加工業界にとりまして、厳しい経営環境が今後も継続するものと予測されます。このような

状況下、役員報酬の減額、希望退職者の募集及び製造ラインの合理化等の全社的な経費の見直し、抑制に積極的

に取り組んでおります。 

②売上高の維持・確保 

 受注環境が不透明な状況でありますが、環境関連として市場の拡大が見られる太陽光パネル取付け用架台や駐

車場外壁パネルなどの受注に積極的に取り組んでおります。また、当社の持つ「オールインワン加工（一貫生産

体制）」の特性を生かし、時流適応の戦略製品の開発と顧客満足度の高い製品を提供することに注力してまいり

ます。 

 以上の施策により、当第３四半期累計期間における業績は概ね予定どおりに推移しており、当社は継続企業の前

提に関する重要な不確実性は認められないと判断しております。 

（２）四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

（３）継続企業の前提に関する重要事象等

29,376
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５．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年５月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年８月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 684,075 664,083

受取手形及び売掛金 320,262 398,966

商品及び製品 18,572 39,906

仕掛品 24,447 45,965

原材料及び貯蔵品 233,509 271,924

前払費用 1,580 935

繰延税金資産 23,092 6,713

未収入金 3,846 7,573

その他 34,870 730

貸倒引当金 △1,455 △1,725

流動資産合計 1,342,803 1,435,073

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 415,257 433,371

構築物（純額） 12,812 15,198

機械及び装置（純額） 609,110 728,981

車両運搬具（純額） 1,133 1,489

工具、器具及び備品（純額） 5,980 7,923

土地 218,270 218,270

有形固定資産合計 1,262,564 1,405,234

無形固定資産 5,468 6,919

投資その他の資産   

破産更生債権等 8,856 8,261

その他 236 324

貸倒引当金 △8,856 △8,261

投資その他の資産合計 236 324

固定資産合計 1,268,268 1,412,478

資産合計 2,611,072 2,847,551
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年５月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年８月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 25,765 51,125

短期借入金 955,000 975,000

1年内返済予定の長期借入金 98,712 113,112

未払法人税等 734 11,710

その他 56,965 73,962

流動負債合計 1,137,177 1,224,910

固定負債   

長期借入金 273,084 408,918

退職給付引当金 27,128 29,189

長期未払金 300,200 300,200

繰延税金負債 56,427 56,427

その他 136 136

固定負債合計 656,976 794,871

負債合計 1,794,154 2,019,782

純資産の部   

株主資本   

資本金 295,000 295,000

資本剰余金 215,000 215,000

利益剰余金 308,652 319,504

自己株式 △1,734 △1,734

株主資本合計 816,917 827,769

純資産合計 816,917 827,769

負債純資産合計 2,611,072 2,847,551
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（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成20年９月１日 
 至 平成21年５月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成21年９月１日 
 至 平成22年５月31日) 

売上高 1,689,002 1,042,359

売上原価 1,366,348 844,194

売上総利益 322,653 198,164

販売費及び一般管理費 307,124 227,540

営業利益又は営業損失（△） 15,529 △29,376

営業外収益   

受取利息 518 1,485

助成金収入 － 20,357

その他 6,080 2,736

営業外収益合計 6,599 24,580

営業外費用   

支払利息 15,137 11,182

その他 55 －

営業外費用合計 15,192 11,182

経常利益又は経常損失（△） 6,936 △15,978

特別利益   

貸倒引当金戻入額 100 114

特別利益合計 100 114

特別損失   

固定資産除却損 9 15

特別退職金 － 4,614

特別損失合計 9 4,630

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 7,026 △20,494

法人税等 3,422 △15,771

過年度法人税等還付税額 － △132

四半期純利益又は四半期純損失（△） 3,604 △4,590
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（第３四半期会計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期会計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年５月31日) 

当第３四半期会計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年５月31日) 

売上高 472,973 295,899

売上原価 396,287 242,205

売上総利益 76,686 53,694

販売費及び一般管理費 97,950 69,994

営業損失（△） △21,263 △16,300

営業外収益   

受取利息 127 1,248

助成金収入 － 5,487

その他 970 221

営業外収益合計 1,098 6,956

営業外費用   

支払利息 4,859 3,268

営業外費用合計 4,859 3,268

経常損失（△） △25,025 △12,612

特別利益   

貸倒引当金戻入額 100 114

特別利益合計 100 114

税引前四半期純損失（△） △24,925 △12,498

法人税等 △11,126 △10,739

四半期純損失（△） △13,798 △1,758
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成20年９月１日 
 至 平成21年５月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成21年９月１日 
 至 平成22年５月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

7,026 △20,494

減価償却費 178,639 146,684

貸倒引当金の増減額（△は減少） 9,691 324

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,082 △2,060

賞与引当金の増減額（△は減少） 13,143 －

受取利息及び受取配当金 △518 △1,485

支払利息 15,137 11,182

特別退職金 － 4,614

売上債権の増減額（△は増加） 125,611 77,625

たな卸資産の増減額（△は増加） △13,723 81,267

仕入債務の増減額（△は減少） △48,894 △25,359

未払費用の増減額（△は減少） △23,296 △11,603

その他 1,160 △36,984

小計 267,058 223,709

利息及び配当金の受取額 518 1,221

利息の支払額 △17,350 △11,097

特別退職金の支払額 － △4,614

法人税等の支払額 △464 △10,576

過年度法人税等還付税額 － 132

営業活動によるキャッシュ・フロー 249,761 198,774

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 72,158 27,776

定期預金の預入による支出 △50,099 △38,828

有形固定資産の取得による支出 △107,245 △1,877

無形固定資産の取得による支出 △894 △450

投資活動によるキャッシュ・フロー △86,080 △13,380

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 5,000 △20,000

長期借入れによる収入 95,000 －

長期借入金の返済による支出 △84,996 △150,234

自己株式の取得による支出 △1,734 －

配当金の支払額 △8,361 △6,219

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,907 △176,453

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 168,589 8,939

現金及び現金同等物の期首残高 372,238 599,055

現金及び現金同等物の四半期末残高 540,827 607,995
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 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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 当社において、開示対象となる事業の種類別セグメントはありませんので、区分ごとに記載しております。 

(1）生産実績 

 当第３四半期累計期間（自 平成21年９月１日 至 平成22年５月31日）の生産実績を区分ごとに示すと、次

のとおりであります。 

 （注）１．金額は製造原価によっております。 

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

(2）受注状況 

 当第３四半期累計期間（自 平成平成21年９月１日 至 平成22年５月31日）の受注状況を区分ごとに示す

と、次のとおりであります。 

 （注）１．金額は販売価格によっております。 

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

(3）販売実績 

 当第３四半期累計期間（自 平平成21年９月１日 至 平成22年５月31日）の販売実績を区分ごとに示すと、

次のとおりであります。 

 （注）１．前第３四半期累計期間及び当第３四半期累計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販

売実績に対する割合は次のとおりであります。 

６．その他の情報

区分 

当第３四半期累計期間 
（自 平成21年９月１日 
至 平成22年５月31日） 

金額（千円） 前年同期比（％） 

オーダー加工品  543,652  52.8

企画品  245,381  92.6

その他  22,715  56.4

合計  811,749  60.8

区分 

当第３四半期累計期間 
（自 平成21年９月１日 
至 平成22年５月31日） 

受注高（千円） 前年同期比（％） 受注残高（千円） 前年同期比（％） 

オーダー加工品  583,530  68.5  79,745  58.5

企画品  348,045  78.9  12,825  103.8

その他  63,151  52.8  8,383  95.8

合計  994,727  70.4  100,954  64.1

区分 

当第３四半期累計期間 
（自 平成21年９月１日 
至 平成22年５月31日） 

金額（千円） 前年同期比（％） 

オーダー加工品  624,421  54.8

企画品  342,006  79.5

その他  75,931  63.7

合計  1,042,359  61.7
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２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

相手先 

前第３四半期累計期間 
（自 平成20年９月１日 
至 平成21年５月31日） 

当第３四半期累計期間 
（自 平成21年９月１日 
至 平成22年５月31日） 

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％） 

ベニックス株式会社 380,432 22.5  46,449 4.5
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